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About Problems of Business Combination





Business combinations are three types,Merger,Consolidation,Acquisition.Goodwill accrues from process of
business combinations. The accounting for business combination is Purchase Method（or Purchase
Accounting）and Pooling Method（or Pooling Accounting). But, All business combination must be accounted
Purchase Method.The pooling method is prohibited.
Appraisal of goodwill is recognized by the difference between the cost of the investment(consideration) and
net assets of the acquired firm(=assets「fair market value of assets」－liabilities). Amount of goodwill influ-
ence on the way of amortization,performance, and divident policy.
So,this paper is to research the following items,
Ⅰ．Business value and allotment rate
Ⅱ．Goodwill value and its estimate
Ⅲ．Goodwill amortization and Business performance












特に企業合併においては国際会計基準（ I A S B、
International Accounting Standards Board）、米国





















































































































































































































































































資 本 金 288,000










の れ ん 2,400 自己株式 60,000（甲会社30％）
資 本 金 134,400（甲以外70％）

















流動資産 150,000 流動負債 80,000
固定資産 370,000 固定負債 200,000
の れ ん 48,000 自己株式 60,000
資 本 金 201,600






















流動資産100,000 流動資産150,000 流動資産150,000 流動負債 80,000
固定資産800,000 固定負債250,000 固定資産250,000 固定負債200,000







⑤合 併 比 率　　 １ ： 0.4












資 本 金 192,000
























































































































正 の れ ん
資産に計上
無形固定資産
負 の れ ん
正 の れ ん









減　　少 減少 • 大 増加 • 大増　　加（課税所得）
（表示方法）



















































































































③EBIT法（：Earnings Before Interest and Taxes）
税引前当期利益に支払利息を加えて計算した金額で、設
立後間もない企業の収益力を測定するために利用される。
















成表示に関する枠組み：Framework for the Preparation and





















（２）APB意見書17号（Opinion of Accounting Principles
Board No.17「Intangible Assets」）27～29頁；I60.108-
.110。
（３）『国際会計基準書2001（2001 Bound Volume of











Financial Accounting Standards 141）では資産価値修
正法、ＩＦＲＳ3（International Financial Reporting
Standards 3）ではでは即時利益法、日本基準では規則
的償却を前提した繰延利益法が採用されている。
11）2000年6月 「固定資産の会計処理に関する論点整理」を公表
2001年7月 「固定資産の会計処理に関する審議の経過報告」
上記の２つの報告書を受けて下記の草案等が公
表されている。
2002年４月 「減損会計基準の公開草案」の公表
2002年８月 「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関す
る意見書」
2003年10月「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」
を公表
＊すべての企業が完全に実施しなければならないのは、2006
年3月期からである。
＊減損の兆候、減損の認識、減損の測定を踏まえて減損金額
を算定し、「のれん代」を再評価する。
12）小平龍四郎稿「一目均衡―正論通らぬもどかしさ」日本経
企業結合に伴う問題点について　澤村
－37－
済新聞（夕刊）、2005年8月30日。
「欧米でのれん代の償却がない最大に理由は、M&Aに積極的
な企業が強く反対しているからだ。現在ののれん代の会計処
理は、2001年FASBが決め、2002年にIASBが追随した。米国
ハイテク企業やスイスの多国籍企業の政策当局への陳情が、
基準作りに大きく影響したという。」
日本は規則的に償却するという根拠の一つは、「のれん代の時
価の計算方法に恣
意的な要素が多い（会計基準委）という点。実はこの主張に
は海外にも共感者が多く、英国の会計学者は、“のれん代の会
計処理は日本のほうが優れている」、とまで語る。
13）（１）「会計基準、来年からこう変わる１」日本経済新聞
（朝刊）2005年12月16日。
2007年3月期以降は、企業買収で生じる「のれん代」の一括処
理ができないために業績が好調な時に一括償却する企業が増
えている。
（２）「M$A会計新時代　中」日本経済新聞（朝刊）2006年
4月14日。
14）敵対的買収の防御策として、平時にはライツプラン（ポイ
ズンピル）、ゴールデン・シェアー（黄金株）などが、有事に
はホワイトナイト（白馬の騎士）,パックマンディフェンス
（逆買収提案）などが講じられる。また、株式を非公開をして
買収を防止するためにMBO（Management Buy-Out）が採
られる場合がある。さらに公正取引委員会では、合併によっ
て健全な競争関係が損なわれないように市場の寡占度、すな
わち国内シェアーが25％以下なら「競争を阻害しない」、35％
以下なら「阻害する恐れは小さい」とする2段階制度を採用し
て合併を規制している（現在、寡占度の基準を緩和するよう
改正作業している。）。
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